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１．はじめに

　2010 年 9 月の国連ミレニアム開発目標サ

ミットで発表した日本の教育協力政策のな

かで「地域内及び地域間の協力を促進する

南南協力、これに先進国も加わった三角協

力は、知見を共有し国境を超える課題に取

り組むアプローチである。教育分野でも、

ケニアにおける理数科教員研修の成功例を

アフリカ諸国で共有し、地域内連携を促進

している SMASE-WECSA のようなモデルも存

在している。このような支援を継続し、教

育分野の連携を促進する」（外務省 2010）

としており、アフリカ理数科教育域内連携

（SMASE-WECSA）ネットワークを南南協力の

有効なモデルとして捉えている。同時期に

JICA が発表した教育協力方針のなかで、「日

本がファシリテーターとなり、各国の経験・

知見やこれまでの成果を、同様の課題に直

面している国々や地域で共有、活用、解決

していくネットワーク型協力（協力の広域

化）の取り組みを一層推進していく。具体

的には、基礎教育分野においては、SMASE-

WECSA ネットワークを通じて、教育の質、

教員の質向上などの共通の目標を持つ国同

士がそれぞれの経験、知見を共有できる場

の形成、アフリカ独自のリソースを活用

した協力関係の構築を進めていく」（JICA 

2010）としている。

　このように日本はアフリカの基礎教育分

野において、SMASE-WECSA ネットワークを

通じ地域内及び地域間の協力を促進してい

くとしており、日本のアフリカにおける教

育協力において、SMASE-WECSA ネットワー

クは政策的にも事業面でも大きな意味を

持ってきていると考えられる。このことか

ら、SMASE-WECSA ネットワークの成り立ち

や変遷を掘り起こし、課題や可能性を明ら

かにしていくことが、今後のアフリカにお

ける教育協力と教育開発研究にとって重要

ではないかと考える。

　しかしながら、これまでケニア国内の中

等理数科教員研修についての事例研究はあ

るものの、SMASE-WECSA ネットワークに着

目した研究は、ほとんど見られない。これ

には、SMASE-WECSA ネットワークについて

の情報が十分に発信されていないことも要

因の一つであるが 1、国境を超え、多くの関

係者を巻き込みながら、ダイナミックに動

いている性質から体系的に捉えることが難

しい側面もあると考えられる。

　本稿では、SMASE-WECSA ネットワークの

設立期に焦点を当て、① SMASE-WECSA ネッ

トワークはどのような集団で、どういった

知見を共有しようとしてきたのか、②日本

の援助政策と JICA の事業展開との関係性の

なかでどのように誕生してきたのか、につ

いて考察する。

２．分析の視点

　本稿では、一つ目の視点としては、コ

ミュニティ・オブ・プラクティスを援用し、

SMASE-WECSA ネットワークはどのような集

団で、どういった知見を共有しようとし

てきたのかについて考察する。ウェンガー
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（2002）は「あるテーマに関する関心や問題、

熱意などを共有し、その分野の知識や技能

を、持続的な相互交流を通じて深めていく

グループ」をコミュニティ・オブ・プラク

ティスと名付けているが、理数科教育に関

心、熱意を持つ教育関係者によって設立さ

れた SMASE-WECSA ネットワークはコミュニ

ティ・オブ・プラクティスの一つとして捉

えることができるのではないかと考える。

King(2000、2004) は 1990 年代半ばから開

発援助機関においてナレッジマネジメント

についての活動への取り組みが顕著になっ

ていることを指摘している。世界銀行は最

初の開発援助機関として 1996 年にナレッジ

バンクを目指すことをミッションとして掲

げ、テーマ別グループやコミュニティ・オブ・

プラクティスを通じたインフォーマルな知

識を組織内に構築していく取り組みが始ま

り、1990 年代後半から、他の開発援助機関

も追随している。ただし、開発援助機関の

機関内でのナレッジマネジメントに焦点が

置かれており、南側をより巻き込んだかた

ちでネットワークを構築していくことが重

要であると論じている（King 2000、2004）。

King（2000）は JICA がプロジェクトのネッ

トワークの可能性に注目していることを述

べているが 2、1990 年代後半から、SMASE-

WECSA ネットワークの設立に向けて JICA プ

ロジェクト間のインフォーマルな技術交流

が始まっている。ウェンガー（2002 年）は、

コミュニティ・オブ・プラクティスは多様

な形態があるが、基本的な構造は、一連の

問題を定義する知識の領域、この領域に関

心を持つ人々のコミュニティ、そして彼ら

がこの領域内で効果的に仕事をするために

生みだす共通の実践の三つの基本要素の組

み合わせであるとしている。また、他の生

き物と同じように、誕生、成長、死という

自然のサイクルを経験することを発見し、

潜在、結託、成熟、維持・向上、変容の五

つの発展段階があるとしている。本稿で

は、SMASE-WECSA ネットワークの設立期（潜

在段階、結託段階）に焦点をあて、SMASE-

WECSA ネットワークの三つの基本要素（領

域、実践、コミュニティ）について特定する。

　二つ目の視点としては、SMASE-WECSA ネッ

トワーク誕生の背景となる 1990 年代後半か

ら 2000 年代初めの日本の援助政策と JICA

の事業展開の観点から考察する。1990 年代

後半に政府開発援助に関する中期政策、第

2 回アフリカ開発会議（TICAD）と南南協力

を推進する政策が打ち出され、アフリカ域

内交流に追い風の環境となっている。次に

2000 年代前半には、基礎教育イニシアティ

ブ (BEGIN)、持続可能な開発に関する世界

首脳会議 (WSSD) では、SMASE-WECSA ネット

ワークを意識した形でアフリカ理数科教育

開発連合 (ADEA) の参加表明やアフリカでの

理数科教育の南南協力の推進が打ち出され

ている。これら日本の援助政策や JICA の事

業展開との関係性のなかで、SMASE-WECSA

ネットワークがどのように誕生してきたの

かについて考察する。

　本稿では、第 1 回、2 回の SMASE-WECSA

域内報告書、SMASE-WECSA、日本の援助政策、

JICA の事業展開に関連する文献、報告書等

をもとに考察を行う。

３．SMASE-WECSAネットワーク誕生まで

（１）共通課題の発見

　ウェンガー（2002）によれば、コミュニティ

の発展は、組織の重要な問題に関心を持つ

人々がインフォーマルな集団を形成し、こ

れらの人々がネットワークを作り始めるこ

とが多く、コミュニティの初期段階の主要

な課題は、メンバー間の十分な共通点を見

出すことであるとしている。1998 年 7 月か

ら開始したケニア中等理数科教育強化計画

（SMASSE：Strengthening of Mathematics 

and Science in Secondary Education）プ

ロジェクト（以下、ケニア SMASSE）は、
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1999 年 1 月のウガンダの DFID の類似プロ

ジェクトの訪問を皮切りに技術交流を開始

している。このケニア SMASSE の他国の類似

プロジェクト訪問は、プロジェクトを計画・

実施するのは当該国の責任で、他国の類似

プロジェクトから、ケニア人カウンターパー

トに学ぶ機会として企画されている。特に

プロジェクトで経済インセンティブ（日当）

を支払うことが、現職教員研修の持続性や

オーナーシップ醸成につながらないことに

ついて、学んでほしいということが意図さ

れていた（JICA 2007）。また、この時期は

ガーナ、南アフリカにおいて理数科教育プ

ロジェクトが開始され、マラウイ、ザンビ

アでは個別専門家が各国において教育協力

の可能性を模索していた時期でもあり、表

1 に示す通りインフォーマルな技術交流が

活発に行われている。これらの技術交流を

通じケニア人カウンターパートは現職教員

研修について以下の共通課題を発見したこ

とが、第１回域内会合報告書に記述されて

いる（SMASSE INSET Unit 2001）。

・いくつかベースライン調査が実施されて

いるものの、十分に文書として残ってい

ない、あるいは重要な部分が抜けている。

・現職教員研修の実施方法のほとんどがカ

スケード方式（伝達講習方式）であり、

理論中心になりすぎている。

・実際の現職教員研修にあてられている時

間が十分なものとなっていない。

・持続性に課題がある。

・現職教員研修のモニタリング、評価する

ツールが現地で開発されておらず、ほと

んどの場合、現職教員研修のインパクト

を評価するシステムが欠如している。

 

　 ま た、 同 報 告 書 に ケ ニ ア SMASSE は

中等レベルの理数科教育に面している

課題、可能な介入について多くの経験

を 有 し て お り、ASEI-PDSI (Activity, 

Experiment, Improvisation / Plan, Do, 

See, Improvement）3 というアプローチを通

じ理数科教育の授業改善に向けて取り組ん

でいる。こうした経験をアフリカの域内の

国々と経験を共有し、科学的思考を持った

若い人材を育成していく共通の戦略を見出

すために域内会合の開催にいたったとある

（SMASSE INSET Unit, 2001）。

　この域内会合にいたった経緯について、

当時、ケニア SMASSE の業務調整員であっ

た長沼氏は「アフリカ広域協力は SMASSE

フェーズ 1 の業務範囲には入っていなかっ

たのですが、杉山チーフアドバイザーのア

イデアで実施することになりました。リー

ダー 4 が後に語ってくれたことですが、南

南協力というか南の国同士のネットワーク

化とういか、お互いに学びあうのは非常に

有効だということをジョモケニヤッタ農工

大学でのご自身の経験の中から学びとった

ということでした。そして、SMASSEプロジェ

クトでも、この南の国同士の相互協力をで

きるようにしたいということを、プロジェ

クトの初期の段階から考えていたようで

す。杉山リーダーは、プロジェクト開始当

初、技術交換プログラム 5 でカウンターパー

トと共に色々な国を訪れ、各国の援助の実

例を見聞きし、どうしたら持続性のあるプ

ロジェクトができるのかをカウンターパー

トらが学ぶ機会を設け、教訓や問題点が実

はどこの国でも類似していることを実感し

たようです。そのうちにあちらこちらに行

くよりも、みんなをナイロビに集めて話し

合ったらどうかという流れになったようで

す」と語っている（JICA 2009）。こうした

経緯から、プロジェクト初代チーフアドバ

イザーの杉山氏がネットワーク構築の支援

に果たした役割は大きいと考えられるが、

日本人専門家は黒子に徹しており、第 1 回

の域内会合報告書から、日本人専門家のプ

レゼンはほとんど見られない。域内会合報

告書には杉山氏とともに各国を訪問したケ

ニア SMASSE のカウンターパート長のジュグ
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ナ氏が、域内会合の議長として会合の趣旨

説明や総括スピーチから、コミュニティの

コーディネーターとしてアフリカ域内の中

等理数科教育の共通課題を特定し、コアの

メンバーを非公式に結びつける役割を担っ

ていたことが読み取れる。

　ケニア SMASSE が 1999 年 1 月のウガンダ

訪問を皮切りとし、ケニアと各国間のイン

フォーマルな技術交流のなかで共通の課

題を発見し、2001 年 2 月に周辺 11 カ国に

一同に会する前までの期間を SMASE-WECSA

ネットワークの潜在段階として捉えること

ができると考える。

（２） 南南協力推進する日本の援助政策・

JICA の事業展開

　1998 年 10 月に日本が主催した第 2 回ア

フリカ開発会議（TICAD2）の行動計画にお

いて、南南協力（アジア・アフリカ間、ア

フリカ域内の協力）が盛り込まれており、

アフリカ域内交流を促進していく追い風に

なったと考えられる。さらに、1999 年 8 月

に発表された「政府開発援助に関する中期

政策」6 において「南南協力が開発途上国自

身が主体となった国際協力活動であること

を鑑み、その動きを積極的に支援していく」

として、南南協力の推進が打ち出されてい

る。こうした政策のもと、JICA では、南南

協力支援の動きを本格的に組織化していく

動きが 1999 年から ASEAN 地域内で始まって

いる。具体的には、ASEAN 域内では中進国

のドナー支援、の促進、協力リソースの効

果的・効率的活用という視点から、アセア

ン各国の JICA 事務所とアセアンの技術協力

窓口機関との間で会合が始まり、同時並行

的に1999年から2000年にかけて広域のネッ

表１　アフリカの域内交流と日本の援助政策

年 月 種別 域内交流と日本の援助政策

1998
7

10

プロジェクト

政策

ケニア中等理数科教育強化計画（SMASSE）プロジェクト開始

第 2回アフリカ開発会議（TICAD2）

1999

1

6

7

8

11

技術交流

技術交流

技術交流

政策

プロジェクト

ケニア SMASSE チームのウガンダ DFID プロジェクト訪問

ケニア SMASSE チームのウガンダ DFID プロジェクト訪問

ガーナ小中学校理数科教育改善チームのケニア SMASSE 訪問

政府開発援助 (ODA) に関する中期政策

南アフリカ・ムプマランガ州中等理数科教育再訓練計画プロジェクト開始

2000

2

3

8

技術交流

プロジェクト

技術交流

ケニア SMASSE チームのタンザニア、マラウイ、ザンビア連携調査　訪問

ガーナ小中学校理数科教育改善計画プロジェクト開始

マラウイ個別専門家（教育行政アドバイザー）のケニア SMASSE 訪問

2001

2

2

3

8

9

技術交流

域内会合

技術交流

技術交流

技術交流

ガーナ・プロジェクトカウンターパートのケニア SMASSE での研修

第 1回 SMASE-WECSA 域内会合（開催場所：ケニア）

ケニア SMASSE チームの南アフリカ・プロジェクト訪問

ザンビア個別専門家（教育協力計画）のケニア SMASSE 訪問

ガーナ・プロジェクトチームのケニア SMASSE 訪問

2002

1

3

6

6

8

技術交流

技術交流

域内会合

政策

政策

ケニア SMASSE とマラウイとの共同ワークショップ（開催場所：マラウイ）

ケニア SMASSE チームのフィリピン大学国立理数科教育開発研究所訪問

第 2回 SMASE-WECSA 域内会合（開催場所：ケニア）

成長のための基礎教育イニシアティブ（BEGIN）発表

持続可能な開発に関する世界首脳（WSSD）会議（タイプ２プロジェクト）

2003 7 プロジェクト ケニア SMASSE　フェーズ 2 開始

（出所：JICA 2002、2003 をもとに筆者作成）
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トワーク型のプロジェクトが形成・実施さ

れている（JICA 2008）。JICA は 1990 年代

後半から 2000 年代初めに協力の広域化に本

格的に取り組もうとした時期にあたり、ア

フリカ域内交流の促進にポジティブに作用

したと考えられる。

４．SMASE-WECSA の三つの基本要素

　　（領域、実践、コミュニティ） 

　潜在段階においてケニア SMASSE はアフリ

カ各国とのインフォーマルな技術交流のな

かで中等理数科教育の現職教員研修、授業

改善に課題があることを発見し、2001 年 2

月の第 1 回域内会合、2002 年 6 月の第 2 回

域内会合の議論を通じ SMASE-WECSA ネット

ワークが設立されている。潜在段階の技術

交流と 2 回の域内会合の議論の焦点から、

SMASE-WECSA ネットワークはどのような知

識や技能を共有しようとしたのか、領域、

実践を特定し、域内会合参加者から、コミュ

ニティの特徴を見ていく。

　2001 年 2 月にケニアにアフリカ 11 カ国

（ケニア、ウガンダ、タンザニア、ザンビ

ア、マラウイ、南アフリカ、スワジランド、

レソト、モザンビーク、ジンバブエ、ルワ

ンダ）が集まり、「中等理数科教育：質の高

い学習のための授業改善」をテーマに第 1

回域内会合が開催しているが、各国の中等

理数科における現状、課題を分析し、地域

での共通課題の抽出を全員参加型のワーク

ショップ形式で行っている。具体的には、7

つのグループ（教師の能力、現職教員研修、

新規教員養成、授業、域内交流、学校運営・

資源動員、理数科におけるジェンダー）に

分かれて議論を行い 25 の決議にまとめてい

る。このなかでアフリカ域内の理数科教育

ネットワークの設立について決議され、規

約案がドラフトされている。2002 年 6 月に

開催された第 2 回域内会合ではブルンディ、

西部アフリカのガーナの 2 カ国が新たに加

わり、アフリカ 13 カ国が参加のもと、第 1

回域内会合でドラフトした規約について議

論 を 行 い、SMASSE-WECSA （Strengthening 

of Mathematics and Science in Secondary 

Education in Western, Eastern, Central 

and Southern Africa Association)7 の 規

約を承認している。本規約に SMASSE-WECSA

のミッションとして現職教員研修、新規教

員養成、研究、情報交換、セミナー、共同

事業他あらゆる活動を通じて中等理数科教

育を強化することを目的として掲げており、

本規約がネットワーク加入の根拠文書にあ

たる。この SMASSE-WECSA 規約のミッション

のなかに新規教員養成も含まれているが、

域内会合で議論の大部分は現職教員研修と

授業改善に焦点があたっている。第 2 回域

内会合では第 1 回の 25 の決議に基づいて議

論し、15 の決議と 10 の提言としてまとめ

ているが、この決議・提言の焦点を大きく

まとめると次の二点 8 に集約される（SMASE-

WECSA 2010a）。

・授業改善

・現職教員研修の制度化

　ウェンガー（2002）は、コミュニティが

焦点を当てるテーマが領域に対し、実践と

はコミュニティが生み出し、共有し、維持

する、特定の知識を指すとしている。潜在

段階での技術交流と、これら 2 回の域内会

合の議論を通じ SMASE-WECSA ネットワーク

設立期において、コミュニティが焦点を当

てるテーマとしての領域は「中等理数科教

育」であり、コミュニティが生み出し、共

有し、維持する、特定の知識である実践は

「授業改善」、「現職教員研修の制度化」とし

て捉えることができるのではないだろうか。

　図１に示す第 1 回、2 回の域内会合の参

加者の内訳を見てみると、中等理数科教育

に関心のある教育行政官、学校の校長、教員、

教育養成大学・大学教員、視学官、指導主

事、教員研修指導員と幅広い。これらの参

加者を大別すると教育行政官（視学官、指
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導主事含）と教育実践者（本稿では教員研

修指導員、教員養成大学・大学の教員、校

長、教員の学校関係者を教育実践者と呼ぶ）

から構成されている。9

　以上を踏まえると、SMASE-WECSA ネット

ワーク設立期においては、次のように捉え

ることができるのではないだろうか。

　『「アフリカの中等理数科教育」（＝領域）

に関心・熱意を共有し、「授業改善、現職教

員研修の制度化」（＝実践）について、持続

的な相互交流を通じて深めていく「教育行

政官と教育実践者」（＝コミュニティ）のネッ

トワーク』

　SMASE-WECSA ネットワークはメンバー国

の域内連携促進が一つの大きな目的であ

るが、SMASSE-WECSA 規約によれば、メン

バー国の理数科教育を新興していくために

各国で理数科教育関係者の協会を設け、各

国レベルで中等理数科教育の振興に取り組

んでいくこととし、メンバー国間について

は、SMASSE-WECSA ネットワークを通じ域

内交流を図っていくという二段構えとなっ

ている。ネットワークに正式加盟するには

各国の理数科教育関係者の協会が中等理数

科教育を所掌する省庁を通じ申請し、登録

料（100US$）・年会費（300US$）を事務局

に支払うことでアフリカ域内の全ての国に

オープンにしている（SMASSE INSET Unit 

2002）。各国政府を通じての申請、年会費の

徴収することで各国のコミットメントを引

き出すとともに、本ネットワークの持続性

を担保しようとした意図が伺える。本ネッ

トワークの事務局はケニア SMASSE プロジェ

クト内に設置され、後に 2003 年にケニア政

府に NPO として登録 10 されている。

５．SMASE-WECSA ネットワークと日本

の援助政策、JICA の事業展開との

関係性

（１）成長のための基礎教育イニシアティブ

（BEGIN）

　2002 年 6 月の第２回域内会合とほぼ同時

期にカナナスキサミットにて日本政府の基

礎教育の分野別政策「成長のための基礎教

育イニシアティブ（BEGIN）」が発表された。

図１　第 1回、2回域内会合参加者　職種別

（出所：SMASSE INSET Unit　2001、2002 をもとに筆者作成）
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BEGIN のなかで、SMASE-WECSA ネットワー

クとの関連で注目されるのは、アフリカ教

育開発連合（ADEA）11 への参加が打ち出さ

れている。具体的には、「サブ・サハラ・

アフリカ諸国、ドナー及び国際機関が参加

してアフリカの教育政策を討議し、情報交

換を行うネットワーク組織である ADEA に

参加表明し、理数科教育の作業部会を設置

する。」12 とある。ADEA の加盟については、

90 年代半ばに JICA 専門員が ADEA の連携協

力の可能性の調査を行い（JICA 1997a）、90

年代代半ばから、継続的に ADEA 総会にオブ

ザーバー参加しながら、アフリカの教育協

力の動向をフォローしてきた。また、1997

年の JICA 調査研究報告書のなかで、「ADEA

の活動が今後のアフリカ地域での教育分野

において重要な位置を占めていくと思われ

るので、一刻も早い日本（JICA）の加盟が

望まれる」（JICA 1997b）との提言がなされ

ている。ADEA はアフリカの教育協力におい

てセクターワイドアプローチといった援助

潮流を作り出す場となっており、JICA とし

ても地域的なレベルでのネットワークへの

参画について重要であることが認識されて

いた。一方で JICA がアフリカの基礎教育協

力に本格的に取り組み始めたのは 90 年代後

半であり、また、二国間協力がベースとな

る JICA にとって ADEA のようなネットワー

ク型組織へ加盟するハードルは高かった。

こうした状況のなか、90 年代後半からケニ

ア、南アフリカ、ガーナで理数科プロジェ

クトの交流が開始され、2001 年の域内会合

でアフリカの域内でのネットワークが盛り

上がってきた背景から、アフリカでの理数

科教育事業の拡大を切り口に ADEA への参加

について政策文書に組み込むことによって

突破しようとしたと考えられる。

（２）持続可能な開発に関する世界首脳会議

（WSSD）

　BEGIN 発 表 の 直 後 で あ る 2002 年 8 月

に南アフリカのヨハネスブルクで開かれ

た持続可能な開発に関する世界首脳会議

（WSSD）において、日本政府の取り組み

（タイプ２13）の一つとして「アフリカにお

ける理数科教育のための能力開発」が表明

された 14。具体的には、BEGIN に則って、「（1）

理数科教育関係者のネットワークを拡大し、

情報共有及び相互理解を促進する。また、

日本がアフリカ地域での南南協力の推進役

となり、アフリカ諸国が互いに協力する場

を拡大する。（2）ADEA への参加が可能とな

れば、理数科教育に関するワーキンググルー

プを立ち上げ、アフリカ諸国に理数科教育

における Good Practice を共有し、相互に

学び合う場を更に形成・拡大する。」とある。

　この経緯について、ケニア SMASSE の長沼

氏は「これは JICA 本部からケニア事務所

に問い合わせがあったときに、SMASSE プロ

ジェクトにも話が届いていて、それに是非

入れてもらおうということで入れてもらっ

たのです。私たちは、その中に「既存のケ

ニア・南アフリカ・ガーナ 3 カ国を軸にし

たアフリカ理数科教育ネットワークを拡張

していく」という文言も入れてもらいまし

た。 その当時は、既に SMASSE-WECSA とい

う広域連合が動き出していました。（中略）

これを追い風にしようと思い、プロジェク

トのフェーズ 1 からフェーズ 2 へと移るに

当たって、ケニアの国内活動だけではなく

JICA としてアフリカ全体の理数科教育に

力を入れるというメッセージを政策に乗せ

てもらおうと考えていたのです」（JICA　

2009）。こうした現場からの働きかけによっ

て、WSSD の表明文書の背景部分に次のよう

に反映・記述されるにいたっている。「ケ

ニア、ガーナ、南アフリカを中心に理数科

教育に関する技術協力プロジェクトが実施

されているが、他の周辺諸国においても同

分野への専門家や協力隊員等が派遣されて

おり、その数は数 10 カ国に上る。2001 年

2 月には各国のカウンターパートが一同に
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会して「国際ワークショップ」が実施され、

参加者のイニシアティブによって緩やかな

ネットワークが形成された。更に、2002 年

6 月に第 2 回の会合が実現し、今後の発展

が期待されている。なお、同ネットワーク

の事務局はケニアの「中等理数科教育教科

計画（SMASSE）」プロジェクトの中に置かれ

ている。」

　本具体的行動をフォローしていくため、

2003 年 3 月にナイロビで小会合を開催

し、同会合ではケニアでの第三国研修の実

施、メンバー国への啓発活動、現職教員研

修の合同ニーズ調査、モニタリング・評価

手法の助言、合同ワークショップ等が行動

計画として取りまとめられ（SMASE-WECSA 

2010a）、2003 年 7 月から開始する SMASSE

フェーズ２の域内協力の枠組みの形成につ

ながっている。

６．考察：発展段階

（１）潜在段階：技術交流（1999 年 1 月～

2001 年 2 月）

　ケニア SMASSE は 1999 年 1 月のウガンダ

訪問を皮切りに、JICA 関連プロジェクト・

専門家、周辺国とのインフォーマルな技

術交流を通じが活発化している。その背景

には、JICA において、1990 年代後半から

2000 年代前半にかけて南アフリカやガーナ

で理数科教育プロジェクトが始まりつつあ

り、マラウイ、タンザニア、ザンビア、ウ

ガンダに教育分野の個別専門家や企画調査

員が派遣されており、プロジェクト形成を

模索していた時期でもあり、先行するケ

ニア SMASSE との間で技術交流の潜在性が

あったと考えられる。また、90 年代後半は

TICADII や ODA 中期政策において南南協力

の推進が打ち出され、JICA は ASEAN におい

て協力の広域化に本格的に取り組もうとし

ていた時期であり、アフリカの域内交流の

促進にポジティブに作用したと考えられる。

この時期の特徴としては、図２に示すよう

に技術交流の起点がケニア SMASSE となって

おり、ケニア SMASSE のカウンターパート長

がコミュニティのコーディネーターとして

の役割を果たしている。これらのインフォー

マルな技術交流を通じケニア SMASSE（ケニ

ア人、日本人専門家）は中等理数科教育に

課題があることを発見し、ケニアの中等理

数科教育で取り組んだ現職教員研修の制度

化、授業改善がアフリカ域内にも有効な実

践として割り出している。

（２）結託段階：

１）ネットワーク化（2001 年 2 月～ 2002

年 6 月）

　ウェンガー（2002 年）によれば、結託段

階では、メンバー間の結びつきや信頼を築

き、共通の関心や必要性に対する認識を高

めるような活動を行うことが、特に重要で

あるとしている。SMASE-WECSAでは、第1回、

第 2 回の域内会合がこれに該当する活動で

あると考えられる。この 2 回の域内会合を

通じ SMASE-WECSA ネットワークの根拠とな

る規約を作成し、現職教員研修、新規教員

養成、研究、情報交換、セミナー、共同ワー

クショップ、会合を通じて中等理数科教育

の強化を目的として設立されている。この

域内会合に参加したコミュニティは中等理

数科教育に関係する中央レベルの教育行政

官と学校レベルの校長・教員等の実践者が

多いのが特徴的であるが、学校現場で授業

に関わっている校長・教員の参加したこと

により、授業改善に焦点が集まったと考え

られる。授業改善に取り組んでいたくため

に現職教員研修が注目され、継続的な現職

教員研修を実施していくためには教育行政

の支援が必要であることが域内会合の議論

を通じ認識されている。ケニア SMASSE が

授業改善や現職教員研修の制度化の重要性

を説いたところは大きいが、アフリカにお

いて授業改善の取り組み、継続的な現職教
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員研修の仕組みづくりへ高い潜在的ニーズ

があったものと考えられる。つまり、生徒

中心の授業という言葉を知っていても、生

徒中心の授業がどのようなものなのかわか

らず、概念を行動に移していくための具体

的な方法論が求められていたのではないだ

ろうか。ケニアでの生徒の思考を促す授業

とは何かを自問しながら、教室での活動と

学習内容をつなげようという試みが（JICA 

2007）、ケニア以外の参加者にとっても共感

を持って受け入れられたと考えられる。こ

うしたことから、第 2 回域内会合でケニア

SMASSE の中央研修指導員が ASEI 授業とは

具体的にどのように進めるのかを共有して

いくため、教科別の技術セッションを設け

ていると思われる。授業の具体的な方法を

共有するには、人と人が集まり、体験する

ことが必要であり、こうした学習の交流の

コミュニティの必要性が認識され、SMASE-

WECSA ネットワークの設立につながって

いったのではないだろうか。

　また、第 2 回域内会合から、JICA が支援

していたフィリピンの理数科教育協力プロ

ジェクトのフィリピン大学国立理数科教育

研究所長もゲストスピーカーとして招聘し

ており、アジア・アフリカ間の交流も始まっ

ている。

SMASSE

図２　SMASE-WECSA の発展段階　概念図
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２）ネットワーク型協力形成期（2002 年 6

月～ 2003 年 7 月）

　このネットワークの有効性に気付いたケ

ニア SMASSE 日本人専門家は図２に示した

通り、JICA を通じ政策レベルに働きかけ

ることによって現場の動きが 2002 年 8 月

の WSSD において日本政府の取り組み表明

にタイムリーに反映することにつながった

と考えられる。また、JICA は、こうした一

連の SMASE-WECSA ネットワーク化の動きを

受け、理数科教育ワーキングループを立ち

上げることで ADEA 加盟への突破口にしよ

うとしたと考えられる。こうした政策レベ

ルでのコミットメントとアフリカ域内連携

の高まりを受け、2003 年 7 月に開始され

たケニア SMASSE フェーズ 2 にケニア国内

活動コンポーネントに加え、SMASE-WECSA

ネットワークを通じた域内連携活動のコン

ポーネントも加えられることにつながって

いる。SMASE-WECSA 事務局は 2003 年にケニ

アに NPO 法人として登録され、組織的にケ

ニア SMASSE のカウンターパート機関と切り

離し、SMASE-WECSA ネットワークとしての

独立性を保つ工夫を行っている。ただし、

設立当初の事務局メンバーは実態的にはケ

ニア SMASSE 中心の運営体制となっている

（SMASSE INSET Unit 2002）。こうしてケニ

ア SMASSE フェーズ 2 を軸とした形でネット

ワーク型協力の枠組みが形成され、2003 年

7 月から、本格的な域内連携活動が開始さ

れることになる。

　このように 2001 年 2 月に最初の域内会合

で中等理数科教育に関心のある教育関係者

が一同に会し、ネットワーク化が進み、ネッ

トワーク型協力形成期を経て、2003 年 7 月

にケニア SMASSE フェーズ 2 としてネット

ワーク型協力が開始にいたる前までの期間

を結託段階として捉えることができるので

はないだろうか。

７． おわりに

　本稿では、コミュニティ・オブ・プラク

ティスの視点から、設立期の SMASE-WECSA

を「アフリカの中等理数科教育に関心・熱

意を共有し、授業改善、現職教員研修の制

度化について、持続的な相互交流を通じて

深めていく教育行政官と教育実践者のネッ

トワーク」として捉えたが、本ネットワー

クはアフリカの中等理数科教育に関心を持

つ関係者の集まりであると同時に、アフリ

カにおける教育協力の効果を高めていく一

つの試みとして形成されてきている。ケニ

ア SMASSE を起点としたアフリカ域内の中等

理数科教育関係者間のインフォーマルな技

術交流を通じ共通の課題を発見し、アフリ

カ域内のネットワーク化へとつながり、日

本の援助政策、JICA の事業展開との深い関

係性のなかでネットワーク型協力へと進ん

できている。このことは、先行するケニア

SMASSE の具体的な授業改善アプローチ、現

職教員研修の制度化の成功体験や各国の経

験・知見をどのように共有し、そして、各

国で活用していけるかが大きな関心事項と

なり、そうした活動を実施していくために

ネットワーク型協力へとつながってきたと

考えられる。

　本格的にネットワーク型協力が展開して

いく 2003 年 7 月以降、SMASE-WECSA ネット

ワークの参加国が増加し、他機関・他ネッ

トワークとの交流も活発になり、SMASE-

WECS ネットワークとネットワーク型協力の

関係性はより複雑性を増していくことにな

る。2003 年 7 月以降の SMASE-WECSA ネット

ワークの発展・変遷については、本稿で示

した分析の視点を用いて、今後の研究課題

として取り組んでいきたい。

付記

　筆者は 2005 年～ 10 年まで JICA 人間開
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発部で本事業に携わったが、本稿の見解

は、筆者個人のものであり、見方や誤りは

全て筆者に属する。本稿執筆に際し、ケニ

ア SMASE プロジェクト、人間開発部から情

報提供・協力をいただいたことについて感

謝申し上げる。

注

1 2011 年 3 月にアフリカ理数科教育域内連携

ネットワーク (SMASE-WECSA: Strengthening 

of Mathematics and Science Education in 

Western, Eastern, Central and Southern 

Africa) 関連情報をとりまとめたホームペー

ジが以下の JICA の Web（日本語）が開設さ

れたが、英語の情報発信は限られている。

[http://www.jica.go.jp/activities/issues/education/

SMASE-WECSA/index.html] (accessed on May 10, 

2011)
2 JICA への聴き取りをもとに述べているが、

SMASE-WECSA ネットワークの動きを指している

のかどうかは定かではない。

3 ASEI-PDSI とは、ケニア SMASSE のカウンター

パートと日本人専門家との議論の中から生み

出されたもので、Activity（活動に基づいて

知識を得る授業へ）・Student（教師中心の授

業から生徒中心の授業へ）・Experiment（講

義中心から実験や実習を取り入れた授業へ）・

Improvisation（身近な教材を使った簡易実験

のある授業へ）という教室のなかでの実践のパ

ラダイムを変換していく授業改善の方向性と、

こうした授業に転換していくために Plan（授

業前に指導計画）・Do（授業を実施）・See（授

業を評価）・Improvement（次の授業で改善）に

取り組むといった方法論である（JICA 2007、

SMASE-WECSA 2010）。

4 正式にはチーフアドバイザーだが、現場では

親しみを込めて杉山リーダーと呼ばれていた。

1980 年から 1994 年までケニアのジョモケニ

ヤッタ農工大学プロジェクトの専門家として

従事。

5 JICA ではプロジェクト間等の交流を「技術交

換」と呼んでいるが、この部分以外では本稿で

はより一般的な表現として「技術交流」を用い

た。英語 (Technical Exchange) については同

じ表現。

6 [http://www.mofa.go.jp/mofaj/gaiko/oda/seisaku/

chuuki/sei_1_6.html] (accessed on April 17, 2011)
7 当初、中等理数科教育から開始したため、

SMASSE-WECSA との呼称であったが、その後、

初等理数科にも拡大し、2006 年 5 月に SMASE-

WECSA に改称されている。本稿では、設立時

に特定しての説明以外の部分では総称として

SMASE-WECSA と表記する。

8 SMASE-WECSA (2010a) に あ る Enhancing 

effective classroom practices を授業改善、

INSET Implementation, institutionalization 

and regularization を現職教員研修の制度化

と訳した。

9 正式参加者の他、会合事務局、ケニア SMASSE（ケ

ニア人、日本人専門家）関係者が 2001 年 28 人、

2002 年 30 人が参加している。

10 [http://www.jica.go.jp/activities/issues/education/

SMASE-WECSA/summary.html] (accessed on May 

10, 2011)
11 ADEA は 1988 年に当初はアフリカの教育開発に

関わる援助機関の調整の場として設立された

が、徐々にアフリカの教育省と開発援助機関の

パートナーシップの象徴となり、政策決定者、

教育関係者、研究者とのネットワーク、教育改

革の触媒者として発展してきている。

12 [http: / /www.mofa.go.jp/mofaj/area/af_edu/

initiative.html] (accessed on April 17, 2011)
13 タイプ 1は政府間交渉を経た合意文書であるの

に対し、タイプ 2 は各国政府、国際機関、NGO

等が表明する取り組みをとりまとめた文書。

14 [http://www.mofa.go.jp/mofaj/gaiko/kankyo/wssd/

type_2/1_1_1.html] (accessed on April 20, 2011)
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